
三菱電力量計 
M2PMシリーズ・M8FMシリーズ・M8HMシリーズ
モバイル検針のご提案

目視検針から、
モバイル検針へ。



モバイル検針で検針業務を効率化！
モバイル検針はBluetooth®通信により、モバイル端末へ使用電力量の収集が可能。
　さらに取得した計量値データは、CSVファイルとしてパソコンへ送信が可能。

　読取りミス・転記ミスが防止でき、電力量計1台あたりの検針時間を大幅に短縮できます。

※モバイル端末はお客様でご準備ください。アプリケーションは無償でダウンロード可能です。

検針読取り時間、約70％短縮！
目視検針と比較した場合の読取り時間、

1台あたり約70％短縮
さらに検針業務時間※は、

全体で約30％短縮
※移動時間・計量値確認・パソコンへの入力時間の合計、
　いずれも当社調査による。

※お客様の通信環境により異なります。

④アプリケーション

パソコンデータ送信データ収集

①電力量計
M8FMシリーズ

③モバイル端末
（スマートフォンorタブレット）

①電力量計
M2PMシリーズ

①電力量計
M8HMシリーズ

読取りミスや
転記ミスなどで
請求額を間違える

Bluetooth®通信で
読取りミス・転記ミス
を防止できる

検針作業に
時間がかかる

電力量計1台
あたりの検針時間を
短縮できる

直接読取れない
場所に電力量計が
設置してある

電力量計から
離れた場所での
検針が可能

検針したデータを
パソコンへ手入力
するのが面倒

パソコンの入力は
検針結果を

メールで送るだけ

目視検針
移動時間 90分

3分
27分
2分

119分

75分
1分
9分
1分
85分

-15分（-17%）
-2分（-67%）
-18分（-67%）
-1分（-50%）
-34分（-29%）

パソコンへの入力時間
全数（９台）あたりの合計時間

1台あたり
全数（９台）

計量値確認・
記入時間

モバイル検針 効果

モバイル検針なら、
1台3秒で速攻読み込み！

■モバイル検針の導入効果（社内事例）

②モバイル用
検針モジュール



モバイル検針の3大メリット

Bluetooth® Low Energy通信の導入で、「読取りミス」や「転記
ミス」を防止できます。モバイル検針により課金の品質が一気に
向上し、信頼性をアップします。

※M2PMシリーズは誘導形電力量計、M8FMシリーズはM8UMシリーズ、
　M8HMシリーズはM8Pシリーズと互換性を有しています。

※Bluetooth®のワードマークおよびロゴは、Bluetooth SIG, Inc. が所有する登録商標であり、三菱電機はこれらのマークをライセンスに基づき使用しています。
　その他の商標およびトレードネームは、それぞれの所有者に帰属します。

課金の品質が一気に向上する！1

誤検針の度に、再度現場へ
出向く必要もありません

パソコンへの入力は検針結果を
メールで送信するだけ

収集した検針データは
CSVファイルによる出力も可能

検針業務はタブレット端末を持ち歩くだけ。電力量計が高所・
暗闇に設置されている場合でも、脚立や懐中電灯は不要です。
目視検針している電力量計の台数が多いほど、検針業務の効
率化が図れます。

検針時間が大幅に短縮する！2

見通し10m以内であれば、
複数台まとめての
検針が可能

検針箇所が広い敷地に散在して
いても、自転車で移動可能

各種電力量計※と取付・配線互換を有しているので、既設から
の更新が容易に可能です。1台あたり20～30分の作業で、モ
バイル検針の導入が可能となります。

導入・更新が容易に行える！3

誘導形電力量計・M8UM
シリーズ・M8Pシリーズを
お使いなら、サイズが同じ
なので、同じ場所に入れ
替えるだけ！

新規の配線作業も不要 工場のほか、
オフィスビルやマンション、
商業施設にも活用が可能

モバイル用検針モジュールは内部接続
のため、新たに設置場所は不要

脚立 懐中電灯

脚立・懐中電灯が不要のため、
検針作業者様の安全性にも貢献します。

M2PM-R形 M8FM-S1R形

M8HM-S2VTR形

Bluetooth®通信

Bluetooth®通信
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三菱電機FAサイト

本社機器営業第一部（関東・甲信地区）
本社関越機器営業部（新潟地区）
北海道支社
東北支社
北陸支社
中部支社
豊田支店
関西支社

中国支社
四国支社
九州支社

〒110-0016
〒950-8504
〒060-0042
〒980-0013
〒920-0031
〒450-6423
〒471-0034
〒530-8206

〒730-8657
〒760-8654
〒810-8686

東京都台東区台東1-30-7（秋葉原アイマークビル3F）
新潟市中央区東大通2-4-10（日本生命新潟ビル8F）
札幌市中央区大通西3-11（北洋ビル）
仙台市青葉区花京院1-1-20（花京院スクエア）
金沢市広岡3-1-1（金沢パークビル）
名古屋市中村区名駅3-28-12（大名古屋ビルヂング22F）
豊田市小坂本町1-5-10（矢作豊田ビル）
大阪市北区大深町4-20（グランフロント大阪タワーA）

広島市中区中町7-32（ニッセイ広島ビル）
高松市寿町1-1-8（日本生命高松駅前ビル）
福岡市中央区天神2-12-1（天神ビル）

（03）5812-1353
（025）241-7227
（011）212-3789
（022）216-4554
（076）233-5501
（052）565-3341
（0565）34-4112
（06）6486-4096
（06）6486-4097
（082）248-5296
（087）825-0072
（092）721-2243

［スマートメーター］
［検針システム］

〒100-8310　東京都千代田区丸の内2-7-3（東京ビル）

お問い合わせは下記へどうぞ

電話技術相談窓口
対象機種 電話番号

電力量計/スマートメーター/計器用変成器
指示電気計器/管理用計器/タイムスイッチ 052-719-4556電力管理用計器

受付時間
月曜～金曜 9：00～19：00
土曜・日曜・祝日　9：00～17：00
（春季・夏季・年末年始の休日を除く）

お問い合わせの際には、今一度電話番号をお確かめの上、お掛け間違いのないようお願い致します。

●本カタログに記載された製品を正しくお使いいただくため、ご使用の前に必ず「取扱説明書」をよくお読みください。
●安全のため接続は電気工事、電気配線などの専門技術を有する人が行ってください。

　安全に関するご注意

●本製品を、原子力用、電力用、航空宇宙用、医療用、乗用移動体用の機器あるいはシステムなど特殊用途への適用をご検討の際には、当社の営業担当窓口
までご照会ください。
●当社の責に帰すことができない事由から生じた損害、当社製品の故障に起因するお客様での機会損失、逸失利益、当社の予見の有無を問わず特別の事情
から生じた損害、二次損害、事故補償、当社製品以外への損傷およびその他の業務に対する補償については、当社は責任を負いかねます。

ご採用に際してのご注意


